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今年も

第64
PLACIA
今回は講師陣に
グ様をお迎えし、
に、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
応える樹脂や複合材、⾦属の接合
の表⾯処理技術を紹介します
また、
展します。
パークラスタープログラム」の成果
マ装置のデモ

1．特集：

2．PLACIA
3．事務局より

↑PLACIA
ブースでは、
装置のデモなどを⾏います。

PLACIA…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で
イエンスパークに

PLAM…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会

 
 

今年もTECH Biz EXPO 201

64回プラズマが拓くものづくり研究会（
PLACIAも例年通り、

は講師陣に㈱デンソー様
をお迎えし、

、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
応える樹脂や複合材、⾦属の接合
の表⾯処理技術を紹介します
また、「PLACIA
展します。プラズマを使った微粒⼦分散技術のご紹介
パークラスタープログラム」の成果
マ装置のデモなどを⾏います

．特集：PLACIA
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（
PLACIA の技術相談・機器利用状況

．事務局より 

PLACIA もブース出展します。
ブースでは、技術のご紹介や、

のデモなどを⾏います。

…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で
イエンスパークに設⽴

…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会

ECH Biz EXPO 201

回プラズマが拓くものづくり研究会（
例年通り、当展示会の講演会場にて

㈱デンソー様
をお迎えし、「次世代⾃動⾞における新たな表⾯処理技術」をテーマ

、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
応える樹脂や複合材、⾦属の接合
の表⾯処理技術を紹介します

PLACIAと企業様との成果事例
プラズマを使った微粒⼦分散技術のご紹介

パークラスタープログラム」の成果
などを⾏います

PLACIA〜これまでの成果〜
 ⾼密度プラズマによる
（スーパークラスタープログラム特任主任研究員

の技術相談・機器利用状況

TECH Biz EXPO 201

もブース出展します。 
技術のご紹介や、大気圧プラズマ

のデモなどを⾏います。 

…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で
設⽴したセンター

…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会

ECH Biz EXPO 201
毎年
基盤技術産業展
〜11
「次世代⾃動⾞・航空機などに活かすものづくり」をテーマに、
精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・
試験機器、産業ロボット、
器、知財・シーズなど様々な分野の企業が
さらに「日本のものづくりを考える
得る、最新かつ⾼度な技術講演会を多数開講しています。
当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる
講師陣によるセミナー
ディーゼル試乗会まで、盛りだくさんです。

回プラズマが拓くものづくり研究会（
当展示会の講演会場にて

㈱デンソー様、富士機械製造㈱様、㈱片桐エンジニアリン
「次世代⾃動⾞における新たな表⾯処理技術」をテーマ

、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
応える樹脂や複合材、⾦属の接合前処理と次世代のハードコーティング膜
の表⾯処理技術を紹介します。※詳しくは「３．事務局より」をご覧ください。

と企業様との成果事例
プラズマを使った微粒⼦分散技術のご紹介

パークラスタープログラム」の成果発表
などを⾏いますので、皆様ぜひお⽴ち寄りください！
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〜これまでの成果〜
⾼密度プラズマによる
スーパークラスタープログラム特任主任研究員

の技術相談・機器利用状況

TECH Biz EXPO 201

大気圧プラズマ

…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で
センター 

…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会

ECH Biz EXPO 2017
毎年秋季に吹上ホール
基盤技術産業展

11月17日（⾦）
「次世代⾃動⾞・航空機などに活かすものづくり」をテーマに、
精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・
試験機器、産業ロボット、
器、知財・シーズなど様々な分野の企業が
さらに「日本のものづくりを考える
得る、最新かつ⾼度な技術講演会を多数開講しています。
当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる
講師陣によるセミナー
ディーゼル試乗会まで、盛りだくさんです。

回プラズマが拓くものづくり研究会（
当展示会の講演会場にてPLAM

、富士機械製造㈱様、㈱片桐エンジニアリン
「次世代⾃動⾞における新たな表⾯処理技術」をテーマ

、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
前処理と次世代のハードコーティング膜

※詳しくは「３．事務局より」をご覧ください。

と企業様との成果事例」をテーマに、
プラズマを使った微粒⼦分散技術のご紹介

発表、富士機械製造㈱様の大気圧プラズ
皆様ぜひお⽴ち寄りください！
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⾼密度プラズマによる cBN 膜コーティング
スーパークラスタープログラム特任主任研究員

の技術相談・機器利用状況 
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…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で

…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会

7に出展します！
吹上ホールにて

基盤技術産業展 TECH Biz EXPO
日（⾦）です。

「次世代⾃動⾞・航空機などに活かすものづくり」をテーマに、
精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・
試験機器、産業ロボット、
器、知財・シーズなど様々な分野の企業が
さらに「日本のものづくりを考える
得る、最新かつ⾼度な技術講演会を多数開講しています。
当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる
講師陣によるセミナー。
ディーゼル試乗会まで、盛りだくさんです。

回プラズマが拓くものづくり研究会（
PLAM講演会を開催します！

、富士機械製造㈱様、㈱片桐エンジニアリン
「次世代⾃動⾞における新たな表⾯処理技術」をテーマ

、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
前処理と次世代のハードコーティング膜

※詳しくは「３．事務局より」をご覧ください。

をテーマに、会場にて
プラズマを使った微粒⼦分散技術のご紹介や、JST

、富士機械製造㈱様の大気圧プラズ
皆様ぜひお⽴ち寄りください！
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…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で

…プラズマ技術の産業応用に関心のある企業の方々を会員とする研究会 
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、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
前処理と次世代のハードコーティング膜
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精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・

CAD/CAM/CAE、試作開発支援、環境対応機
器、知財・シーズなど様々な分野の企業がブースを出展。
さらに「日本のものづくりを考える3日間」をテーマに、
得る、最新かつ⾼度な技術講演会を多数開講しています。
当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる

テクニカルワークショップやクリーン
ディーゼル試乗会まで、盛りだくさんです。 
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講演会を開催します！
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「次世代⾃動⾞における新たな表⾯処理技術」をテーマ

、⾃動⾞部品の最先端の表⾯処理技術とプラズマへの期待、その期待に
前処理と次世代のハードコーティング膜
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 野々山 芳明

開催のお知らせ

↑昨年
EXPO
出るほど。会場は満席
れていました

…中小企業等へのプラズマ技術の普及を通して、地域の産業振興に貢献するという目的で、名古屋市の支援のもとなごやサ

技術の展示会『次世代ものづくり
の開催日程は

「次世代⾃動⾞・航空機などに活かすものづくり」をテーマに、
精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・

、試作開発支援、環境対応機
ブースを出展。

日間」をテーマに、
得る、最新かつ⾼度な技術講演会を多数開講しています。
当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる

テクニカルワークショップやクリーン
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開催のお知らせ 

昨年の PLAM 講演会
EXPO の様子。大盛況で、
出るほど。会場は満席
れていました。 

、名古屋市の支援のもとなごやサ

次世代ものづくり
は11月15日（水）

「次世代⾃動⾞・航空機などに活かすものづくり」をテーマに、新素材、
精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・

、試作開発支援、環境対応機
ブースを出展。 

日間」をテーマに、技術指針となり
得る、最新かつ⾼度な技術講演会を多数開講しています。 
当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる

テクニカルワークショップやクリーン

を併催！ 
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講演会 in TECH Biz 
大盛況で、キャンセル待ちが

出るほど。会場は満席で、熱気に満ち

、名古屋市の支援のもとなごやサ

次世代ものづくり
日（水）

新素材、
精密切削加⼯、表⾯改質・処理、異種材料接着・接合、各種測定・検査・

、試作開発支援、環境対応機

技術指針となり

当展示会の魅⼒はなんといっても、多彩な展示ブースや、魅⼒あふれる
テクニカルワークショップやクリーン

号） 
プラズマ技術産業応用センター 

in TECH Biz 
キャンセル待ちが
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⽴方晶窒化ホウ素
ダイヤモンド以上の耐酸化性、耐熱性、
が 700
鉄や焼入鋼の加⼯や
れている
そのため
現する為に強く望まれています

しかし、これまでに
態で生成される
要であり、生成条件が安定しないこと
cBN

そこで、我々
ラスタープログラム」の支援を受け、㈱片桐エンジニアリング、名古屋大学、名古屋市⼯業研究所
と共同で、
Plasma
 
 
  
示します。
に分かれており、まず装置上部の放電領域で
ます
ズマ中から電⼦ビームを引き出します。引き出した
電磁コイルによる磁場によってガイドされ、
す。そして加速した電⼦が
たプロセスガス
ズマが発生し、
呼んでいます
 この
成膜することができます。しかし
時にイオン衝突を
蓄積し、これが要因
基材と
ことに
ウ素膜と
 cBN
います。中間層は、まず

EBEP
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⽴方晶窒化ホウ素
ダイヤモンド以上の耐酸化性、耐熱性、

700℃で反応する
鉄や焼入鋼の加⼯や
れている cBN
そのため大⾯積複雑形状に対応できる
現する為に強く望まれています

しかし、これまでに
態で生成される
要であり、生成条件が安定しないこと
cBN 膜中に巨大な内部

そこで、我々
ラスタープログラム」の支援を受け、㈱片桐エンジニアリング、名古屋大学、名古屋市⼯業研究所
と共同で、⾼密度プラズマ源である電⼦ビーム励起プラズマ
lasma)を用いた

 cBN 膜コーティングを可能にする
示します。装置は、放電領域、電⼦加速領域、
に分かれており、まず装置上部の放電領域で
ます。次に電⼦加速領域の電⼦加速電圧を印加することで
ズマ中から電⼦ビームを引き出します。引き出した
電磁コイルによる磁場によってガイドされ、
す。そして加速した電⼦が

プロセスガス
ズマが発生し、
呼んでいます

この EBEP
成膜することができます。しかし
時にイオン衝突を
蓄積し、これが要因
基材と cBN 膜
ことにしました。
ウ素膜と cBN

cBN 膜の成膜方法は、まず
います。中間層は、まず

EBEP 装置による

．特集：PLACIA
＜第３回 ⾼密度プラズマ

cBN

⽴方晶窒化ホウ素(cBN:
ダイヤモンド以上の耐酸化性、耐熱性、

℃で反応する鉄に対して、
鉄や焼入鋼の加⼯や難削材である

cBN 切削⼯具は
大⾯積複雑形状に対応できる

現する為に強く望まれています
しかし、これまでに cBN

態で生成される cBN は、
要であり、生成条件が安定しないこと

膜中に巨大な内部(
そこで、我々PLACIA

ラスタープログラム」の支援を受け、㈱片桐エンジニアリング、名古屋大学、名古屋市⼯業研究所
⾼密度プラズマ源である電⼦ビーム励起プラズマ

を用いた cBN 膜コーティング技術の開発を

膜コーティングを可能にする
装置は、放電領域、電⼦加速領域、

に分かれており、まず装置上部の放電領域で
。次に電⼦加速領域の電⼦加速電圧を印加することで

ズマ中から電⼦ビームを引き出します。引き出した
電磁コイルによる磁場によってガイドされ、
す。そして加速した電⼦が

プロセスガス(Ar,N2,B
ズマが発生し、このプラズマを電⼦ビーム励起プラズマ
呼んでいます。 

EBEP 装置を用いることで、⾼効率かつ安定して
成膜することができます。しかし
時にイオン衝突を必要とするため、膜中に巨大な内部
蓄積し、これが要因で基材と

膜の密着性の為
ました。それぞれの膜の目的は、ホウ素膜は
cBN 膜の密着性を上げるために形成しています。

膜の成膜方法は、まず
います。中間層は、まず

による cBN

PLACIA〜これまでの成果〜
⾼密度プラズマ

cBN 膜コーティング

cBN:cubic B
ダイヤモンド以上の耐酸化性、耐熱性、

鉄に対して、
難削材である

切削⼯具は、焼結体から作られており、大きさや形状の制限が課題となってい
大⾯積複雑形状に対応できる
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